
ひとつで、建物の配置などもわかっ

てきています。ここから南ヘ、二

条城の西側の歩道に二条大路北築

地を示すラインが引かれています。

これが平安宮の南限です。ちなみ

に北は現在の一条通り、東は大宮

通り、西は御前通りが平安宮の境

界にあたります。

交差点の北東には、内
だい

裏
り

があり

ました。下立売通りに面した調査

では、内
ないかくかいろう

廓回廊跡や承
じょうめいもん

明門跡など

多くの遺構がみつかりました。

それでは、このリーフレットを

片手に実際に歩いてみましょう。

なお、発掘調査で出土した遺物や

それぞれの遺跡に関する資料は、

京都市考古資料館で見学すること

ができます。	 （近藤知子）

らに朱雀門、そこから真っすぐ朱

雀大路が延びていました。千本通

りは平安時代には都のメインスト

リートだったのです。

交差点に戻って、西へ少し行く

と豊
ぶ

楽
らく

殿
でん

跡があります。ここは、

凝
ぎょうかいがん

灰岩を用いた建物の基
き

壇
だん

などが

大変良く残っており、調査後、国

の史跡に指定され地下に遺構が保

存されています。さらに西へ進み

七本松通りを過ぎると、京都アス

ニーがあります。この辺りには

造
み き の

酒司
つかさ

という役所があり、倉庫跡

もみつかりました。

交差点の東、大極殿の東隣は中

務省のあったところです。中務省

跡は、平安宮の中でも最も多くの

調査成果があがっているところの

1994 年４月から 95 年 12 月まで、

「1200 平安京」として平安京とそ

の周辺の遺跡をシリーズで紹介し

てきました。

東寺や神
しんせんえん

泉苑などを訪れると、

今でも平安時代をしのぶことがで

きますが、今回は埋もれてしまっ

た遺跡を示す表示板や石碑などを

たどりながら、平安宮を歩いてみ

ましょう。

千本丸太町交差点。通りに面し

て商店や銀行のビルが建ち並び、

車や人の往来が絶えないこの辺り

は、平安宮の中心、朝堂院の大極

殿があったところです。北西の内

野児童公園には、古くから大極殿

跡の石碑もあります。ここより南

に朝堂院の建物群が建ち並び、さ

1200 平安京・12

平安宮をあるく
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千本丸太町交差点

この交差点の北西に大極殿がありました。現在、北西角と南東角に説明板が設置されています（南東から）。




